
２　守　守っていますかすか？ 交通交通ルール 

４　行政　行政とみなみなさんとのパイプ役 

６　介護保険料が　　介護保険料が　 
変わ変わりました 

　７　町政懇談会　町政懇談会を開催開催します 

８　石川町省　石川町省エネビジョンパート② 

９　健康い　健康いしかわ２１計画計画パート⑨ 

１０　町　町のホットニュース 

１２　みん　みんなの広場広場 

１４　I Like Ishikawa 

１５　町史編纂室　町史編纂室だより 

１８　町か　町からのお知らせ 
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2 広報いしかわ　６月号

大切ですね、グッドマナー。 

交
通
事
故
多
発
警
報
発
令
中 

守
っ
て
い
ま
す
か
？ 

交
通
ル
ー
ル 

!!

　

中
高
生
の
通
学
手
段
の
乗
り
物
、
ま
た

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
乗
り
物
と
し
て
、
最
近
、

自
転
車
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
自
転
車
の
交
通
事
故

が
深
刻
な
問
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
身

近
な
乗
り
物
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
安
全
に

乗
り
こ
な
す
た
め
に
、
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
も
う
一
度
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

　

道
路
を
走
る
自
転
車
は
、
車
や
バ
イ
ク

と
同
じ
「
車
両
」
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
安
全
に
運
転
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
転
車
が

車
両
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
薄
い
せ
い
で

し
ょ
う
か
。
自
転
車
に
乗
る
人
た
ち
の
な

か
に
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
身
勝

手
な
運
転
を
す
る
人
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
も
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
遭
い
や
す
い

　

自
転
車
の
違
反

◆
一
時
不
停
止　

◆
安
全
不
確
認

◆
信
号
無
視　

◆
交
差
点
通
行
義
務
違
反

◆
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス

再
確
認
、自
転
車
マ
ナ
ー

　

平
成　

年
中
の
福
島
県
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
１
５
、
６
９
１
件
（
人
身
事

１３

故
に
限
る
）
で
、
こ
の
う
ち
死
者
数
は
２
１
０
人
、
負
傷
者
数
は
２
０
、
０
６
７

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

年
中
の
石
川
警
察
署
が
担
当
す
る
地
域
で
は
、２

１４

１
８
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
、　

人
の
尊
い
命
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１０

　

乗
り
物
か
ら
み
た
交
通
事
故
の
推
移
を
見
る
と
、圧
倒
的
に
多
い
の
は
自
動
車

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
次
に
多
い
の
が
自
転
車
で
２
、
０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
気
軽

に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●乗り物からみた交通事故の推移（福島県内）注※歩行者、自転車については死傷者数、それ以外は発生件数。
平成１３年平成１２年平成１１年平成１０年項目＼年
1,3231,2351,2531,272歩行者の事故
2,1162,1791,9141,844自転車の事故
589543523592二輪車の事故

11,44710,7939,7699,517乗用者の事故
3,2343,3043,1172,967貨物車の事故

●事故当事者からみた交通事故の推移（福島県内）注※子どもについては、中学生以下の死傷者数。それ以外は発生件数。
平成１３年平成１２年平成１１年平成１０年項目＼年
1,4401,3201,1471,143子どもの事故　　
1,0381,0639701,001初心運転者の事故
3,4703,4503,2933,302青年運転者の事故
1,4941,3931,1641,115高齢運転者の事故
1,1841,1971,0971,018県外運転者の事故



3広報いしかわ　６月号

　

交
通
事
故
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
、
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
事
故
を
起

こ
し
た
ら
ど
う
す
る
か
、
事
故
に
遭
遇
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、

正
し
い
対
応
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
あ
わ
て
な
い
で
、
第
一
に
負
傷
者
を
救
護
し
、
安
全
を
確
保
す
る
。

◎
軽
い
ケ
ガ
で
も
医
師
の
診
断
を
受
け
る
。

◎
ど
ん
な
小
さ
な
事
故
で
も
、
必
ず
警
察
へ
届
け
出
る
。
特
に
人
身
事
故
の
場
合
は
、
人

身
扱
い
届
け
出
を
す
る
（
保
険
金
請
求
の
際
に
、
交
通
事
故
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
、
警
察

へ
の
届
け
出
が
な
い
と
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。）

◎
相
手
の
名
前
や
住
所
を
確
認
す
る
。

◎
契
約
の
損
害
保
険
会
社
ま
た
は
代
理
店
へ
事
故
の
連
絡
を
す
る
（
示
談
や
修
理
の
前
に
、

保
険
会
社
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

◎
困
っ
た
と
き
は
、都
道
府
県
や
弁
護
士
会
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
交
通
事
故
相
談
所

に
相
談
す
る
。 も

し
も
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら 

●
危
険
な
乗
り
方
は
や
め
る

　

飲
酒
運
転
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転
、
二
人
乗

り
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
標
識
等
で
通
行
が

認
め
ら
れ
て
い
る
歩
道

で
も
、
歩
行
者
の
妨
げ

に
な
る
よ
う
な
運
転
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
一
時
停
止
は
必
ず
守
る

　

一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
、
見

通
し
の
悪
い
曲
が
り
角
や
狭
い
道
路
か
ら

広
い
道
路
に
出
る
と
き

は
、
必
ず
一
時
停
止
し

て
、
左
右
の
安
全
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の
う
ち
、
約
６

割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た

人
で
す
。
運
転
席
や
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、

後
部
座
席
に
乗
る
と
き
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

は
忘
れ
ず
に
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着
用
の
仕
方

①
シ
ー
ト
の
背
を
倒
さ
ず
に
、
深
く
腰
か
け
る

②
腰
ベ
ル
ト
は
、
骨
盤
を
巻
く
よ
う
に
し
っ
か
り
締
め
る

③
バ
ッ
ク
ル
の
金
具

は
、カ
チ
ッ
と
音
が
す

る
ま
で
確
実
に
差
し

込
む

④
ベ
ル
ト
の
ね
じ
れ

や
、た
る
み
が
な
い
か

確
認
す
る

自
動
車
乗
車
中
死
者
の

約
６
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用

��������	
�������������
－なるべく後部座席で－

������������
（４～（４～１０１０歳くらい）歳くらい）

������������
（１～（１～４４歳くらい）歳くらい）

������������
（１歳くらいまで）（１歳くらいまで）

�路面凍結により大型トラックが横
転。電柱を倒し積み荷のパルプ材
が散乱。

着
用
の
徹
底 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

 

　

自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
事
前

に
電
源
を
切
っ
て
お
く
か
、
ド
ラ
イ
ブ

モ
ー
ド
に
切
り
替
え
て
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
電
話
を
利
用
す
る
と
き
は
、

自
動
車
を
道
路
の
左
側
を
止
め
て
、
安

全
確
認
を
し
て
か
ら
話
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●交通事故の推移（福島県内）
平成１３年平成１２年平成１１年平成１０年項目＼年
15,69114,89113,79913,188件　数
210192171185死　者

20,06718,85316,47915,764負傷者

●交通事故発生状況（平成１４年中）
ケガをした人亡くなった人交通事故の発生区　分

増減率増減数人　数増減率増減数人　数増減率増減数件　数石　川
警察署 △8.5△ 2830242.9310△ 9.9△ 24218

危
険 

！ ！ 

携
帯
電
話 

運
転
中
の 



4 広報いしかわ　６月号

馬　

場　

町

和　
　

久

新　

屋　

敷

古　
　

町

北　
　

町

新　
　

田

当　
　

町

新　
　

町

下　

沢　

井

松　

木　

下

三　
　

芦

上　

沢　

井

猫　
　

啼

南　
　

町

大　
　

池

王　

子　

平

荒　
　

町

�����
下ノ内

�����
下泉

�����
外国見

�����
下泉

�����
北町

�����
長久保

�����
当町

�����
新町

�����
沢井字根宿

�����
松木下

�����
鹿 ﾉ坂

�����
沢井字真明田

�����
白石

�����
南町

�����
沢井字大日原

�����
梁瀬

�����
下泉

　

平
成　

年
度
、
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月　

日
に
行
わ
れ
ま

１５

２３

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、　

名
の
行
政
区
長
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
町
の
パ

４１

イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
ま
た
同
日
に
は
、
区
長
会
総
会
も
併
せ
て

行
わ
れ
、
区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

会　

長
▼
渡
辺
祥
一
郎

副
会
長
▼
富
岡　

大
介
、
郷　

征
弘
、
小
木　

豊
治
、
斉
藤　

豪
、
関
根

　

政
治
、
鈴
木　

紘
一

監　

事
▼
吉
田　

円
冶
、
永
沼　

義
徳
、
荻
野　

美
正

平成１５年度 

行政区長 
決まる　 

平成１５年度 

行政区長 
決まる　 

行
政
と
み
な
さ
ん
の

パ
イ
プ
役
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上　

母　

畑

形　
　

見

山　
　

形

湯　

郷　

渡

谷　
　

沢

板　
　

橋

北　
　

山

坂　
　

路

南　

山　

形

中　
　

野

谷　
　

地

北　

山　

形

曲　
　

木

中　
　

田

本　
　

宮

塩　
　

沢

母
畑
第
一

双　
　

里

竹　
　

柄

古　
　

内

中　
　

央

赤　
　

羽

新　

屋　

敷

鳥　
　

内

�����
母畑字堀ノ内

�����
形見字大工内

�����
山形字須沢

�����
湯郷渡字木戸ノ内

�����
谷沢字舘ノ腰

�����
板橋字八升蒔

�����
北山字関場

�����
坂路字川平

�����
南山形字中ノ沢

�����
中野字鍛冶内

�����
谷地字椚作

�����
北山形字中ノ内

�����
曲木字広久保

�����
中田字下三森

�����
双里字本宮

�����
塩沢字大日向

�����
母畑字樋田

�����
双里字双里

�����
沢井字観音山

�����
沢井字藤沢

�����
沢井字十三塚

�����
赤羽字森屋段

�����
新屋敷字新覚

�����
新屋敷字鳥内



6 広報いしかわ　６月号

　
介
護

保
険
料

が
変
わ
り
ま
し
た

変
わ
り
ま
し
た

が
変
わ
り
ま
し
た

６５歳以上の方の 

以前の保険
料額（年間）

新しい保険
料額（年間）保険料の割合対象となる方所得段階

13,000円13,600円基準額×0.45生活保護受給者及び老齢福祉年金受
給者で世帯全員が住民税非課税第１段階

19,400円21,200円基準額×0.70本人も含め世帯全員が住民税非課税第２段階

25,900円30,300円基準額×1.00住民税非課税者（世帯の中に住民税
非課税者が居る）第３段階

32,400円39,400円基準額×1.30住民税課税で合計所得金額２００万円
未満第４段階

32,400円51,500円基準額×1.70住民税課税で合計所得金額２００万円
以上４００万円未満第５段階

57,600円基準額×1.90住民税課税で合計所得金額４００万円
以上第６段階

●６５歳以上の方の介護保険料（平成１５年度～平成１７年度まで）

　

介
護
保
険
制
度
は
、
従
来
の
措
置
制
度

に
よ
る
行
政
が
決
定
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

か
ら
、
高
齢
者
自
身
の
「
選
択
」
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
転
換
を
図

っ
た
も
の
で
、
国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念

に
基
づ
く
新
た
な
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
体
的
、
総
合
的
に
提
供
す
る
制
度

で
す
。　

　

保
険
に
加
入
す
る
の
は
、　

歳
以
上　

４０

６５

歳
未
満
の
医
療
保
険
加
入
者
（
第
２
号
被

保
険
者
）
と
、　

歳
以
上
（
第
１
号
被
保

６５

険
者
）
の
方
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
被
保
険
者
か
ら
徴

収
す
る
保
険
料
と
、
国
、
県
及
び
保
険
者

で
あ
る
市
町
村
の
費
用
負
担
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
導
入
さ
れ
て
以
来
、

１２

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
が
増
え

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
介
護
保
険
の
費
用
が
増

え
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
町
で
改
め
た
の
は
第
１
号
被
保

険
者
で
あ
る　

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
の
部

６５

分
で
、
基
準
額
と
な
る
第
３
段
階
で
は　
１７

％
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
３
６
５
円
増
の

２
、
５
３
１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
は
、
第
１
、
第
２
段
階
の
低

所
得
者
層
の
引
き
上
げ
を
抑
え
た
反
面
、

第
４
、
第
５
段
階
の
引
き
上
げ
幅
を
大
き

く
し
た
ほ
か
、
高
所
得
者
層
の
第
６
段
階

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
７
月
〜　

月
１２

ま
で
の
６
期
に
わ
た
り
、
２
カ
月
分
ず
つ

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
額
２
、５
３
１
円

保
険
料
基
準
額
は

●介護保険の財源内訳 ●要介護認定者・介護サービス利用者の推移 

国の負担金 
25.0％ 

町の負担金 
12.5％ 

第２号被保険者保険料 
（４０歳以上６４歳未満） 

32.0％ 

第１号被保険者保険料 
（６５歳以上） 
18.0％ 

0

100

200

300

400

500

600
（人） 

218 235
282

86 85 91

390
438

503

平成１３年３月末 平成１４年３月末 平成１５年３月末 

■要介護認定者　○施設サービス利用者　■居宅サービス利用者 

県の負担金 
12.5％ 

第
一
号
被
保
険
者
の
基
準
保
険
料
を　

％
引
き
上
げ

１７

新
た
に
高
所
得
者
層
の
第
六
段
階
を
設
け
る

　

介
護
保
険
は
、　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
を
３
年
に
一
度
改
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成　

６５

１５

年
度
が
改
定
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
石
川
町
に
お
け
る　

歳
以
上
の
方
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
本

６５

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
年
間
に
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見
込
み
に
基
づ
き
、

１７

保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の　

％
を
、
石
川
町
に
住
む　

歳
以
上
の
方
の
人
数
で
割
っ
た
額
を
基
準

１８

６５

額
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
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町
の
シ
ン
ボ
ル
・
石
尊
山
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

み
な
さ
ん
の 

善
意
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

９
年
目
を
迎
え
た

　

石
尊
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今

で
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
中
央
公
民
館
の
青
年
教
室
生

の
若
者
が
町
お
こ
し
と
し
て
、
ま
た
、
平

成
７
年
の　

月
に
行
わ
れ
た
第　

回
国
民

１０

５０

体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
会
場
の
石

川
町
を
訪
れ
る
選
手
・
役
員
の
み
な
さ
ん

を
歓
迎
し
よ
う
と
始
め
た
も
の
で
す
。

　

初
め
て
ラ
イ
ト
が
灯
さ
れ
た
と
き
の
反

響
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

幾
多
の
い
た
ず
ら
に
も
あ
い
な
が
ら
も
、

幻
想
的
な
光
で
四
季
折
々
を
表
現
し
て
い

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
…
。

　

夜
桜
を
演
出
し
た
り
、
寒
い
冬
を
温
か

い
気
持
ち
に
さ
せ
た
り
と
、
ラ
イ
ト
が
つ

い
て
い
な
い
と
寂
し
い
、
天
気
予
報
を
活

用
し
て
い
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
、
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
石
尊
山
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
必

要
と
す
る
電
気
代
な
ど
の
経
費
は
、
す
べ

て
町
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
基
金
が
少
な
く
な
り
、
継
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

心
温
ま
る
寄
付
が

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電
気
代
に
は
、

年
間　

万
円
程
度
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

２４

心
温
ま
る
寄
付
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

カ
ト
吉
水
産
㈱
フ
ー
ズ
部
福
島
工
場

３
０
、
０
０
０
円

石
川
町
文
化
協
会　
　

１
０
、
０
０
０
円

石
川
町
商
工
会
婦
人
部
１
０
、
０
０
０
円

福
島
県
建
設
業
協
会
石
川
支
部

２
８
、
０
０
０
円

〔
順
不
同
〕

　より良い町政を運営していくためには、町民

のみなさんとのコミュニケーションが大切です。

　石川町では、さまざまな機会を通じて町民の

みなさんからの生きた声をお聴きしています。

　今年も、平成１５年度の重点事業や市町村合併、

今出ダム建設などについての内容を説明しなが

ら、広く町民のみなさんからのご意見、ご要望

をお聴きする町政懇談会を開催します。

　ご近所の方などお誘い合わせの上、参加して

みてください。

　町民のみなさん、各会場でお待ちしています。

みなさん各会場でお待ちしています

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

場　　所時　　間期　　日

沢 田 地 区 公 民 館午後７時～平成１５年６月２３日（月）

山 橋 地 区 公 民 館午後７時～平成１５年６月２４日（火）

農 村 婦 人 の 家午後７時～平成１５年６月２５日（水）

母 畑 地 区 公 民 館午後７時～平成１５年６月２６日（木）

野 木 沢 地 区 公 民 館午後７時～平成１５年６月３０日（月）

中 央 公 民 館午後７時～平成１５年７月１日（火）

外槙生活改善センター午後７時～平成１５年７月２日（水）

�幻想的な光で表現している石尊山
山頂のライトアップとイルミネ
ーション。
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
地
球
温
暖

化
防
止
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
様
々
な
取
組

み
に
つ
い
て
総
合
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

た
も
の
で
す
。
基
本
的
に
は
、
町
に
役
立

つ
も
の
で
あ
る
と
共
に
抱
え
て
い
る
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

現
在
、
町
の
か
か
え
て
い
る
主
な
課
題

と
し
て
は
、

▼
循
環
型
社
会
へ
の
対
応
▼
少
子
高
齢
化

対
策
▼
地
域
産
業
の
活
性
化
▼
観
光
業
の

活
性
化
▼
森
林
経
営
の
活
性
化
▼
森
林
生

態
系
の
保
全
▼
水
環
境
の
改
善
▼
広
域
行

政
へ
の
対
応
（
新
庁
舎
の
建
設
）
▼
財
政

の
悪
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
計
画
に
基
づ
き
解
決
す
る
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、

色
々
な
要
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
節
約
は
も
と
よ
り
、

▼
も
の
を
大
切
に
使
う
循
環
型
社
会
の
側

面
▼
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
活
動
を
通
じ
た

生
涯
学
習
・
学
校
教
育
の
側
面
▼
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
新
産
業
育
成

の
側
面
▼
森
林
生
態
系
・
農
業
生
態
系
保

全
の
た
め
の
側
面
▼
森
林
資
源
活
用
に
よ

る
省
エ
ネ
対
策
・
地
域
振
興
▼
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
通
じ
た
国
際
的
環
境
問
題
へ
の
貢
献

な
ど
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
町
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
入
口
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

財
源
の
少
な
い
中
で
、
山
積
す
る
町
の

課
題
を
解
決
す
る
、
そ
の
た
め
に
は
、
解

決
の
た
め
の
戦
略
を
組
み
、
集
中
的
に
予

算
を
投
下
し
、
中
心
的
な
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
課
題
が
解
決
し
て

い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
「
合
わ
せ
業
」
の

事
業
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
糸
口
に
、

町
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
戦
略
及
び

事
業
を
練
っ
て
い
く
こ
と
が
、　

世
紀
型

２１

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
省
エ
ネ
ル

　

石
川
町
で
は
、
町
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
な
ど
の
調
査
・
研
究

に
基
づ
い
て
、　

年
間
で　

％
の
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と

１０

１５

す
る
目
標
を
立
て
た
「
石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
い
し
か
わ
で
は
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
の
生
活
に
取
り
入
れ

や
す
い
よ
う
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
な
ぜ
こ
の
計
画
を
作
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
な
ど
、
本
町
が
推
進
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
と
言
え
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

た
も
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
町

民
意
識
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
賦
存
状
況
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
検
討
、
省
エ
ネ
施

策
な
ど
、
町
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
構

想
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

　

石
川
町
で
は
、
平
成　

年
３
月
に
第
４

１３

次
総
合
計
画
「
人
・
自
然
が
融
け
合
う
あ

ぶ
く
ま
高
原
都
市
い
し
か
わ
」
を
策
定
し

て
お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
こ

の
下
位
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
第

４
次
総
合
計
画
で
は
、
循
環
型
社
会
の
構

築
を
め
ざ
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
も
循
環
型
社
会
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
こ

と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
分
野
、
す
な
わ
ち
、

環
境
衛
生
、
農
政
、
地
域
振
興
、
福
祉
な

ど
の
分
野
と
連
携
を
図
り
、
町
の
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

町
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
戦
略

を
練
り
、
事
業
展
開
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

こ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
弾
み
を
つ

け
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は

循
環
型
社
会
構
築
へ

省
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

�
�
�
�
�
�
�
�
�

石
川
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
パート②
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◯99◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト

パ
ー
ト

　

生
涯
を
通
じ
て
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
楽
し
み
を
持
つ
こ
と
は
、
よ
り
質

の
高
い
生
活
を
送
る
上
で
、
大
変
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
歯
の
萌
出
に
対
し
て
は
関
心

が
高
い
の
に
、
歯
が
出
揃
っ
て
く
る
と
食

べ
て
喜
ぶ
姿
に
関
心
が
移
り
、
歯
磨
き
や

噛
む
こ
と
な
ど
丈
夫
な
歯
を
つ
く
っ
て
あ

げ
る
こ
と
に
は
関
心
が
薄
れ
が
ち
で
す
。

歯
磨
き
は
子
ど
も
が
嫌
が
る
か
ら
…
無
理

に
は
や
り
た
く
な
い
な
ど
と
、
習
慣
づ
く

り
の
大
切
な
時
期
を
の
が
し
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り
は
、
心

を
育
て
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
大
切

な
部
分
で
す
。

　

お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
で
、
胎
児
の
で

き
る
器
官
で
一
番
早
く
で
き
る
あ
が
る
の

が
口
。
生
ま
れ
て
か
ら
も
お
っ
ぱ
い
を
飲

み
、
離
乳
食
を
食
べ
て
と
口
や
歯
は
人
と

し
て
育
っ
て
い
く
た
め
に
最
初
に
使
う
大

切
な
器
官
で
す
。
反
対
に
亡
く
な
る
と
き

も
、
徐
々
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
離
乳

食
の
よ
う
な
ど
ろ
ど
ろ
の
も
の
へ
と
変
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

歯
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
生

涯
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
大
変
重
要

で
そ
れ
ぞ
れ
の
各
年
代
に
応
じ
た
歯
科
予

防
対
策
が
必
要
で
す
。

②
健
康
の
店
で
は
食
後
に
歯
磨
き
が
で
き
る
洗

面
所
の
設
置
の
推
奨
。

●
知
識
、
技
術
に
関
す
る
情
報
の
提
供

①
歯
周
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及

②
喫
煙
と
の
関
係
を
含
め
て
食
事
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
の
実
施

●
検
診
体
制
の
充
実

①
歯
科
ド
ッ
ク
の
推
進

②
継
続
的
な
ケ
ア
と
指
導
を
受
け
る
た
め
に
、
か

か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
専
門
家
に
相
談
で
き

る
体
制
づ
く
り
。

③
職
場
や
町
で
歯
科
検
診
を
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
。

●
早
期
治
療
と
歯
の
喪
失
予
防

①
老
人
施
設
等
で
働
く
職
員
に
対
し
て
口
腔
ケ

ア
の
指
導
。

②
早
期
治
療
の
必
要
性
を
周
知
。

③
寝
た
き
り
者
へ
の
歯
科
ケ
ア
に
対
す
る
相
談

や
診
療
に
対
す
る
連
絡
、
調
整
及
び
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
訪
問
指
導
。

●
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
学
校
、
職
場
等

の
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、
歯
の
健

康
を
維
持
で
き
る
支
援
体
制
の
整
備

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で

２１

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
号
で
は
、
こ
こ
ろ
の
病
い
の
現
状

と
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
生
涯
を
通
じ
て
自
分
の

歯
で
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
、
各
年
代

に
応
じ
た
歯
科
予
防
対
策
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

●
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
保
健
対
策
の
充
実

①
妊
婦
の
時
か
ら
歯
に
つ
い
て
意
識
し
、
歯
の
健

康
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。

②
乳
幼
児
健
診
時
に
保
護
者
に
歯
科
保
健
の
大

切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
い
、
乳
幼
児
期
か
ら
食
事

や
お
や
つ
等
の
正
し
い
生
活
習
慣
及
び
歯
磨
き

習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

③
保
育
所
、
幼
稚
園
等
の
園
児
、
保
護
者
を
対
象

に
実
施
し
、
虫
歯
予
防
の
た
め
の
具
体
的
方
法
と

早
期
治
療
を
指
導
す
る
。

④
小
学
生
を
対
象
に
歯
の
役
割
や
歯
磨
き
の
大

切
さ
と
正
し
い
磨
き
方
を
習
慣
づ
け
、
生
涯
自
分

の
歯
を
自
分
で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
伝
え
る
。

⑤
中
学
生
、
高
校
生
は
、
養
護
教
諭
と
の
連
携
の

も
と
歯
磨
き
習
慣
の
確
立
と
学
校
で
の
給
食
後

の
歯
磨
き
の
実
施
。

⑥
高
齢
者
学
級
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
歯
科
保
健

指
導
を
行
う
。

●
環
境
の
整
備

①
職
場
で
は
、
昼
食
後
の
歯
磨
き
時
間
の
設
定
。

生
涯
を
通
じ
て

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
る

各
年
代
に
応
じ
た

歯
科
予
防
対
策



10 広報いしかわ　６月号

 

　

４
月　

日
、
町
第
二
体
育
館
で
町
消
防
団
（
永

２０

瀬
謙
助
団
長
）
の
春
の
検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
会
場
を
移
し
、
殉
職
消
防
団
員
の

霊
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
永
瀬
団
長
が

西
牧
立
博
町
長
を
点
検
者
に
委
嘱
。
分
団
ご
と
に

通
常
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　

退
職
幹
部
団
員
の
元
中
谷
分
団
長
・
大
竹
則
幸

さ
ん
、
元
沢
田
分
団
長
・
横
川
昌
英
さ
ん
、
元
母

畑
分
団
長
・
渡
邉
正
行
さ
ん
（
写
真
）
に
西
牧
町

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続　

年
以
上
の
団
員　

人
が
永

１０

３８

瀬
団
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
双
里
末
広
で
石
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

２０

ラ
ブ
創
立　

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３５

　

そ
の
席
上
で
各
種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
南
町

の
旧
い
げ
た
ス
ト
ア
前
に
花
壇
を
設
置
し
た
、
山

田
真
作
さ
ん
（
王
子
平
）
の
「
せ
き
そ
ん
花
園
」

と
、
藤
田
城
ま
つ
り
な
ど
、
地
域
お
こ
し
を
続
け

て
い
る
野
木
沢　

世
紀
の
会
が
環
境
保
全
表
彰

２１

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
せ
き
そ
ん
花
園
へ
丸
太
ベ
ン
チ
３
脚
、

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
椅
子
３
台
、
石
川

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
へ
活
動
資
金
３
万
円
、
石
川
リ

ト
ル
リ
ー
グ
へ
ボ
ー
ル
５
ダ
ー
ス
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

石
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

　

周
年
記
念
式
典

３５
　

４
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
農
業
経
営
改
善
計

２４

画
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
か
ら
大
島
多
市
さ
ん
（
王
子

平
・
右
か
ら
２
番
目
）
ら
７
人
（
再
認
定
５
人
、

新
規
認
定
２
人
）
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
低
利
率
で
資
金
の
借
り
入

れ
が
で
き
る
ほ
か
、
税
制
面
の
優
遇
措
置
、
農
業

技
術
の
優
先
的
指
導
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

７
人
の
認
定
期
間
は
４
月　

日
か
ら
５
年
間
。

１０

認
定
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

藤
田
浩
伸
（
赤
羽
）、
郷　

隆
（
大
字
新
屋
敷
）、
高
橋

太
（
同
）、
長
田
和
彦
（
赤
羽
）、
野
崎
幸
男
（
沢
井
）、

大
島
多
市
（
王
子
平
）、
小
豆
畑
守
（
沖
ノ
田
輪
）

町
消
防
団　

春
の
検
閲
式

意
欲
あ
る
農
業
従
事
者

７
人
に
認
定
書
を
交
付
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５
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
食
生
活
改
善
推
進

員
会
長
を　

年
間
務
め
た
、
橋
本
ス
マ
子
さ
ん

１２

（
新
町
）
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
牧
立
博
町
長
か
ら
橋
本
さ
ん
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
、
長
年
の
ご
奉
仕
に
対
し
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
平
成
３
年
４
月
に
食
生
活
改
善

推
進
員
会
が
発
足
当
時
か
ら
会
長
を
務
め
、　

年
１２

間
に
わ
た
り
健
康
を
考
え
た
伝
達
料
理
講
習
を

地
域
に
広
め
る
な
ど
、
食
を
中
心
と
し
た
健
康
づ

く
り
の
実
践
、
普
及
に
務
め
ら
れ
て
き
た
方
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
顧
問
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
会
長
を

　

年
間
務
め
た
橋
本
さ
ん
に
感
謝
状

１２
　

５
月
３
日
〜
５
日
ま
で
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
で
、
植
木
ま
つ
り
と
第
３
回
母
衣
旗
カ

ッ
プ
Ｒ
Ｃ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

植
木
ま
つ
り
で
は
、
大
小
の
植
木
や
庭
石
、
花

な
ど
の
即
売
会
な
ど
の
ほ
か
、
焼
肉
を
楽
し
ん
だ

り
、
出
店
も
軒
を
連
ね
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

３
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
母
衣
旗
カ
ッ
プ
ラ

ジ
コ
ン
カ
ー
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
２
つ
の
レ
ー

ス
に　

人
が
出
場
。
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
電
動
カ
ー

４６

の
部
に　

人
、　

分
の
１
エ
ン
ジ
ン
カ
ー
の
部
に

３０

１０

　

人
。
参
加
者
は
自
慢
の
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
で
レ
ー

２１ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
ホ
テ
ル
下
の
湯
で
迎
源
高
さ
ん

２６

（
母
畑
）
の
自
分
史
「
踪
跡
（
そ
う
せ
き
）」
の

出
版
記
念
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
友
人
な
ど
１
２
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
て
西
牧
立
博
石
川
町
長
が

挨
拶
。
来
賓
の
玄
葉
光
一
郎
衆
議
院
議
員
な
ど
６

人
が
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

迎
さ
ん
は
イ
ト
夫
人
に
花
束
を
贈
り
、
長
年
連

れ
添
っ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら
い
出
版
を
祝
い
ま

し
た
。

　

迎
さ
ん
は
挨
拶
の
な
か
で
「
石
川
地
方
の
振
興

の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
力
が
不
可
欠
。
そ
の

た
め
に
こ
の
本
が
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

迎
さ
ん
の
自
分
史

「
踪
跡
」の
出
版
を
祝
う

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。

天
候
に
恵
ま
れ

植
木
ま
つ
り
に
多
く
の
人
出
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

４
人
授
か
り
、
孫
が
９
人
に
な
り

ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

義
光
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　
２７

年
３
月
に
結
婚
。
当
時
は
鉱
山
業

が
盛
ん
で
、
鉱
物
の
採
掘
を　

年
く
ら

１０

い
や
り
ま
し
た
。
そ
の
後
体
調
を
崩
し

て
し
ま
い
、
妻
が
４
人
の
子
ど
も
た
ち

を
育
て
な
が
ら
、
土
建
業
の
仕
事
な
ど

を
し
て
無
我
夢
中
で
生
活
を
し
て
き
ま

し
た
。
今
は
、
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

気
長
に
野
菜
や
米
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

義
光
さ
ん　

お
湯
入
り
や
カ
ラ
オ

ケ
で
す
。

里
子
さ
ん　

友
だ
ち
と
の
お
茶
飲
み
話

で
す
。石

川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

桜
並
木
や
自
然
の
山
々
の
風
景
が

好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

中
野
地
区
の
農
道
の
整
備
で
す
。

職
業
▽
郡
山
駅
ビ
ル
の
１
階
で
、
洋
服

の
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

休
み
の
日
の
過
ご
し
方
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
！
平
日
が
休
み
で
、
あ

ま
り
友
だ
ち
と
合
わ
な
い
た
め
、
だ
ら

だ
ら
し
な
い
よ
う
に
、
洗
濯
し
た
り
、

掃
除
し
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

一
つ
は
自
立
し
た
大
人
に
な
る
こ

と
。
二
つ
目
に
、
旅
行
が
好
き
な

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く
こ

と
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

明
る
く
き
れ
い
な
町
づ
く
り
と
し

て
、
公
園
、
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備

で
す
。最

後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

優
し
く
て
強
い
人
。
頼
れ
て
甘
え

ら
れ
る
人
が
い
い
で
す
。

次
回
は
、
西
牧
さ
ん
の
紹
介
で
、

圓
谷　

悟
さ
ん
で
す
。

笠
間　

義
光
さ
ん（　

歳
）

７１

　
　
　

里
子
さ
ん（　

歳
）

７２

住
所
／
中
野
字
鍛
冶
内

大五郎内

西牧知恵美さん（２２歳）

鈴木　唯   ちゃん
ゆい

母畑字七森　　　　　　　　　
信教さん・泰子さんの二女　　
平成１３年１０月２日生まれ　　　
「くいしんぼうの唯。元気にす
くすくと育ってください。」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



書
道
塾
翠
正
会
を
主
宰

墨
絵
も
描
い
て
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催

東京都 渡部　正子さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

首
都
圏
か
ら
上
越
新
幹
線
を
利
用
し

て
約
２
時
間
半
、
関
越
高
速
道
を
利
用

し
て
約
３
時
間
半
の
所
に
あ
り
、
日
本

で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
。
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
四
季
の
移
ろ
い
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
人
口
約
５
千
人
の
新
潟
県

北
魚
沼
郡
守
門
村
で
す
。

　

農
業
中
心
の
む
ら
で
、
日
本
一
お
い

し
い
魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ま
た
木

炭
の
生
産
量
は
新
潟
県
一
で
す
。

　

春
の
山
菜
、
夏
の
登
山
や
合
宿
、
秋

の
紅
葉
、
冬
の
ス
キ
ー
な
ど
観
光
客
が

多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
に
来
ま
し
た
。

３６

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

四
季
折
々
に
変
化
の
あ
る
山
並
み
は
、

と
て
も
美
し
く
感
じ
ま
し
た
。
言
葉
の

違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
地
域
の
み

な
さ
ん
は
人
情
味
も
あ
り
、
と
て
も
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
、

列
車
を
乗
り
継
ぎ
１
日
か
か
り
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

雇
用
、
消
費
の
場
は
町
外
に
移
り
つ

つ
あ
り
、
働
く
場
な
ど
町
内
で
用
事
が

済
む
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
並
木
を
も
っ
と
町
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

吉田　 菜 々   ちゃん

な な

新町　　　　　　　　　　　　
英弘さん・智子さんの長女　　
平成１３年９月１８日生まれ　　　
「健康第一で、たくさん遊びま
しょう！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲書画展のようす

13広報広報いしかわ ６月号いしかわ　６月号

板
橋
字
茅
刈
場

矢
内
フ
サ
子
さ
ん新潟県北魚沼郡守門村新潟県北魚沼郡守門村

◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か　

　

昭
和　

年
、
北
町
に
あ
る
迎
家
の
長
女
と
し
て
誕
生
。

１３

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

北
須
川
に
か
か
る
通
称
一
本
橋
（
早
稲
田
橋
）
か
ら
境
ノ
内

に
向
か
う
両
河
岸
を
、
猫
柳
が
芽
吹
く
頃
の
景
色
が
好
き
で
よ

く
散
歩
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
の
夕
暮
れ
に
は
友
だ
ち
と
、
麦

の
穂
を
繋
ぎ
な
が
ら
編
ん
だ
ほ
た
る
籠
を
持
っ
て
、
町
外
れ
の

方
ま
で
ほ
た
る
狩
り
に
行
っ
た
り
、
桑
の
実
を
摘
み
に
行
っ
て
、

口
の
中
を
真
っ
赤
に
し
て
帰
っ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は

み
ん
な
自
然
の
中
の
自
分
で
す
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

書
道
塾
翠
正
会
の
主
宰
を
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ー
プ
ロ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
会
員
も
減
少
傾
向
。
し
か
し
、

地
域
の
方
々
の
熱
心
な
要
望
に
応
え
た
い
と
続
け
て
い
ま
す
。

　

墨
の
好
き
な
私
は
、　

年
ほ
ど
前
か
ら
墨
絵
も
描
き
始
め
、

１５

毎
年
書
画
展
と
し
て
個
展
と
グ
ル
ー
プ
展
を
交
互
に
開
い
て

い
ま
す
。
書
画
一
体
を
心
が
け
最
近
で
は
、
松
尾
芭
蕉
の
句
を

賛
に
し
て
、
歌
枕
の
地
を
描
き
た
い
と
思
い
、
奥
の
細
道
の
東

京
・
深
川
を
出
発
点
に
描
き
な
が
ら
旅
を
し
て
い
ま
す
。

　

玉
川
村
の
乙
字
ヶ
竜
の
絵
を
描
き
終
え
、
今
月
は
松
島
を
通

過
し
て
、
金
色
堂
の
光
堂
あ
た
り
を
描
い
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

雄
大
な
自
然
の
大
地
、
緑
濃
い
山
河
、
そ
ん
な
地
で
育
ま
れ

る
人
々
の
人
間
形
成
に
最
適
な
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
環
境
に
留
意
し
、
順
応
し
、
大

切
に
保
全
し
続
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
切
望
し
、
羨
望
の
眼
差
し

と
共
に
陰
な
が
ら
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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広
域
連
合
と
は

　

広
域
連
合
と
は
、
今
の
市
町
村
の

区
域
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
、
市

町
村
が
連
携
し
て
住
民
の
み
な
さ
ん

の
要
望
に
応
え
、
地
域
全
体
の
発
展

に
つ
い
て
も
考
え
な
が
ら
、
高
度
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た

め
の
、
新
し
い
連
携
の
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
７
年
か
ら
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
制
度

の
導
入
を
契
機
に
、
全
国
的
に
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。 新しい仕組み

広域連合

水
晶
輝
く
石
川
町
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

人
の
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

十
文
字　

孝
さ
ん
●

さ
ん
●
南
山
形
字
山
田

▲きららクリーンセンターにある埋立地等

▲大自然のなかの田・畑と那須連峰のながめ

と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
か
ら
の
も
の

を
含
め
、
息
子
や
孫
の
先
々
ま
で
不
安

を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
人
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り
た
め
に
、
大
き
な
障
害
と
な
る
課

題
は
２
つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
安
心
し
て
若
者
が
働
く

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
。
も
う
一

つ
は
、
結
婚
問
題
で
す
。

　

ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
で
す
が
、
町
全

体
、
地
域
全
体
が
一
体
と
な
り
、
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
が
中
心
と
な
り
、
若
い
人
た
ち

の
出
逢
い
の
場
の
企
画
等
、
ま
た
、
行

政
は
分
野
に
よ
っ
て
は
専
門
担
当
者
が

い
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
積
極
的
に
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

処
分
場
の
埋
立
地
、
粗
大
ご
み
処
理
施

設
が
建
設
さ
れ
、
昨
年　

月
か
ら
運
転

１０

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
埋
立
地
は
、
こ

れ
か
ら　

年
間
、
石
川
地
方
の
ご
み
焼

１５

却
で
焼
き
残
っ
た
灰
な
ど
を
埋
め
立
て

て
い
く
も
の
で
す
が
、
何
よ
り
心
配
な

の
は
、
そ
の
ご
み
が
半
永
久
的
に
残
る

品
な
ど
、
新
製
品
開
発
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
常
に
新
し
い
技
術
に
挑
戦
し
、

未
来
に
向
け
て
前
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

緑
豊
か
な
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境

の
す
ば
ら
し
さ
、
自
分
が
勤
め
る
工
場

か
ら
３
分
間
ほ
ど
山
を
登
れ
ば
、
那
須

連
峰
の
山
々
が
一
望
で
き
る
す
ば
ら
し

い
所
で
す
。
ま
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
心
の
温
か
さ
、
人
間
関
係
の
良
さ
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

将
来
と
い
う
よ
り
は
、
目
先
の
こ
と

が
不
安
な
今
日
。
日
本
経
済
の
落
ち
込

み
、
現
実
的
に
企
業
は
リ
ス
ト
ラ
、
倒

産
と
町
全
体
と
し
て
も
若
者
が
働
く
場

も
少
な
く
、
人
が
輝
く
ど
こ
ろ
か
歪
み

が
ち
な
所
で
す
。

　

山
橋
地
区
に
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　
　

ア
ー
ル
余
り
の
稲
作
を
し
な
が
ら
、

６０
約　

人
の
従
業
員
を
抱
え
る
セ
キ
ダ
イ

３０
工
業
㈱
の
福
島
工
場
長
を
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
関
連
の
部
品
の
製
造
を
し
て
お

り
、
世
の
中
に
で
る
前
の
製
品
、
試
作



新しい
学びが
始まります
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喜
・
為
次
郎
・
車
屋
（
各
２
反
）、
お
り

き
（
１
反
）
の
８
名
と
判
明
し
ま
し
た
。

結
局
得
し
た
人
は
？

　

問
題
は
二
度
の
取
り
調
べ
に
費
や
し

た
入
用
（
費
用
）
３
両
１
分
余
で
し
た
。

木
綿
購
入
代
に
近
い
金
額
よ
り
多
額
で

す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

　

１
両　
　

大
場
様
へ
御お
   
 
肴 
料

さ
か
な

　

１
両　
　

吉
田
様
へ 
御  
書 
料

お 
か
き

　

１
分　
　

木
村
様
へ
御
肴
料

　

２
分
余　

宿
屋
入
用

　

庄
屋
七
保
作
は
こ
の
金
額
を
購
入
者

の
８
人
割
り
と
購
入
反
数
割
り
で
算
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当
て
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
取
り
調
べ
費
用
が
原

因
者
負
担
で
、
し
か
も
大
半
が
陣
屋
役

人
へ
の
礼
金
で
あ
っ
た
の
は
驚
き
で
す

が
、
関
係
者
の
入
牢
・
処
罰
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
は
役
人
へ
の 
賄
賂 
が
公
然

わ
い
ろ

と
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
幕
末
の
腐

敗
は
ま
さ
に
末
期
状
態
で
し
た
。

盗
賊
会
津
無
宿
七
兵
衛

　

村
越
家
文
書
に
は
「
盗
賊
一
件
二
付

浅
川
出
勤
中
入
用
控
覚
帳
」
と
い
う
史

料
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
事
件
の

あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
沢

井
村
な
ど
現
石
川
町
の
ほ
と
ん
ど
は
、

文
政
３
年
（
一
八
二
○
）
以
来
塙
代
官

所
浅
川
陣
屋
支
配
の
幕
府
領
で
し
た
。

　

会
津
生
ま
れ
の
七
兵
衛
は
盗
賊
を
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
嘉
永
４
年
８
月
陣

屋
役
人
に
召
し
捕
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、　

月
１２

に
陣
屋
役
人

が
大
場
八
郎

か
ら
吉
田
円

平
に
か
わ
り
、

翌
５
年
４
月

に
七
兵
衛
が

脱
獄
し
た
こ

70

編
纂
室
だ
よ
り 

　

今
回
も
村
越
芳
夫
家
（
沢
井
）
文
書
に
よ
り
江
戸
時
代
の
村
の
様
子
を
探
っ

て
見
ま
し
ょ
う
。
事
件
が
お
き
た
嘉
永
４
年
（
一
八
五
一
）
と
い
え
ば
、
日
本

を
開
国
さ
せ
た
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
ー
来
航
の
前
々
年
で

し
た
。
こ
の
こ
ろ
外
国
船
が
し
き
り
に
日
本
近
海
に
出
没
し
、
国
内
の
治
安
も

悪
化
し
て
世
情
は
騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。

と
か
ら
、
事
態
は
関
係
者
へ
の
再
度
の

取
り
調
べ
に
な
り
ま
し
た
。

盗
品
を
買
っ
た
人
々

　

七
兵
衛
脱
獄
前
の
取
り
調
べ
に
よ
る

と
、
同
４
年
３
月
に
農
業
の
合
間
に
小

商
い
を
や
っ
て
い
た
沢
井
村
半
蔵
は
、

盗
品
と
は
知
ら
ず
に
白
木
綿　

反
を
１

１５

両
３
歩
余
で
購
入
し
ま
し
た
。 
長
患 
い

な
が
わ
ず
ら

の
女
房
が
い
た
民
蔵
は
、
知
り
合
い
の

協
力
で
こ
れ
も
白
木
綿　

反
を
七
兵
衛

１５

か
ら
同
じ
値
段
で
買
い
入
れ
ま
し
た
。

合
計　

反
も
あ
る
木
綿
を
ど
こ
か
ら
盗

３０

ん
だ
か
は
不
明
で
す
。

　

庄
屋
深
谷 
七  
保  
作 
と
半
蔵
・
民
蔵
は
、

な 

お 
さ
く

同
５
年
７
月　

日
か
ら
８
月
３
日
ま
で

２６

再
吟
味
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

半
蔵
と
民
蔵
か
ら
買
い
入
れ
た
人
々
は

半
蔵
（
自
身
で　

反
）、
平
十
（
７
反
）、

１２

直
七
・
寺
（
宝
海
寺
か
安
養
寺
）・
直

盗
品
買
い
の
始
末
の
付
け
方

　福島県では、平成１６年度から県内のさまざま

な学習機会を体系化し、県民のみなさんに提

供する、県全域を対象とした「新しい総合的な

広域的学習サービス提供システム」県民カレッ

ジをスタートさせます。

　県や市町村の施設をはじめ、大学、民間事業

者、ＮＰＯなど県民に学ぶ機会を提供する機

関が連携、協力した生涯学習のしくみであり、詳

しい内容は、県ホームページでご覧ください。

石川町教育委員会

※今月号は、「完全学校週５日制２年目を迎えて」はお
休みします。

「
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」誕
生

�
県
民
の
み
な
さ
ん
は
、
県
主
催
の
講
座
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

�
県
民
の
み
な
さ
ん
は
、
他
の
市
町
村
の
講
座
（
地
域
講
座
）
に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
年
度
で
実
施
す
る
講
座 

　
年
度
ご
と
に
大
学
等
高
等
教
育
機
関
と
連
携
と

な
が
ら
、現
代
的
課
題
等
を
中
心
に
し
て
専
門
性

の
高
い
講
座
を
開
設
す
る
。 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
講
座 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
講
座
配
信
コ
ー
ス
も
開
設

す
る
。 

●
地
域
講
座 

　
県
内
７
つ
の
生
活
圏
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
密
着
し
た
学
習
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
地
域
講
座

を
開
設
す
る
。 

主
催
講
座
　
本
部
で
実
施
す
る
講
座 

県生涯学習関連講座 
　部局等で実施されている
事業の中から、学習メニュー
として位置づける。 

市町村広域連携による講座 
　各域内の各市町村の生涯
学習事業や社会教育事業の
中から、メニューとして一覧
にし、県民に学習機会として
提供する。 

大学等高等教育連携講座 

民間事業者講座 

主催講座 
本部で実施する講座 

実施 
機関 

県
民
カ
レ
ッ
ジ
運
営
本
部 

県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
し
く
み

県 

市
町
村 

高
等 

教
育
機
関 

民
間 

事
業
者 

愛
称
募
集

「
新
し
い
学
び
の
し
く
み
」
に
素
敵
な
愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

�
応
募
期
限　

平
成　

年
６
月　

日
（
月
）
ま
で

１５

３０

�
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

�
応
募
先　

福
島
県
教
育
庁
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
「
県
民
カ
レ
ッ
ジ
愛
称
募
集
係
」

　

〒
９
６
０
�
８
６
８
８　

福
島
市
杉
妻
町
２
�　
　１６

　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
７
８
６　

�
０
２
４
�
５
２
１
�
７
９
７
２

県ホームページアドレス　http://sgaku.fks.ed.jp

村越芳夫家文書
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日
本
の
食
料
自
給
率 

48

　

夏
場
の
魚
介
類
は
表
面
や
内
臓
に
腸

炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
が
付
い
て
い
ま
す
。
食

肉
類
に
は
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５

７
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
菌
、
卵
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
・
エ
ン

テ
リ
テ
ィ
デ
ィ
ス
菌
が
付
い
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
食
中
毒
菌
が
調
理
器
具
、

冷
蔵
庫
の
中
で
の
接
触
や
調
理
人
の
手

か
ら
サ
ラ
ダ
な
ど
の
調
理
済
み
食
材
を

汚
染
し
、
食
中
毒
菌
が
増
殖
し
て
食
中

毒
が
発
生
し
ま
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は　
―

―
―
―
―
―
―

　

日
本
人
は
魚
介
類
、
食
肉
類
を
よ
く

生
で
食
べ
ま
す
。
魚
は
真
水
で
よ
く
洗

え
ば
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
を
除
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
卵
は
生
食
用
鶏
卵
の
賞
味

期
限
表
示
を
確
認
し
、
取
り
扱
い
方
法

を
知
る
こ
と
で
食
中
毒
は
防
げ
ま
す
。

　

食
材
の
リ
ス
ク
と
そ
の
防
止
法
を
知

ら
な
い
と
食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
特
に
乳
幼
児
は
成
人
に
比
べ

抵
抗
力
が
弱
い
た
め
、
食
中
毒
菌
に
感

染
し
や
す
く
、
な
か
に
は
死
に
至
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
は
、
生

食
用
食
肉
や
生
ガ
キ
は
厳
禁
で
す
。

　

ま
た
赤
痢
菌
、
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
や
溶
連
菌

の
よ
う
に
、
人
由
来
の
病
原
性
物
質
が

食
品
を
汚
染
し
た
場
合
、
食
中
毒
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
調
理
す
る
人

が
病
原
物
質
を
持
ち
込
ん
で
、
食
中
毒

を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
手
洗
い
は
食
品
衛
生
の
基
本
で
す
。

　

昨
今
の
食
中
毒
は
、
季
節
を
問
わ
ず

発
生
し
て
お
り
、
夏
場
だ
け
で
な
く
、

冬
場
に
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
、

Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
（
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
）、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
菌
と
新
た
な
病
因
物

質
が
増
え
て
き
て
食
中
毒
発
生
の
パ
タ

ー
ン
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

食
中
毒
事
例
か
ら　
―

―
―
―
―
―
―
―

﹇
刺
身
料
理
の
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
原
因
﹈

　

お
盆
に
寿
司
屋
の
仕
出
し
料
理
を
食

べ
た
家
族
ら
が
腹
痛
、
下
痢
の
症
状
を

訴
え
、
検
便
の
結
果
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

菌
を
検
出
し
ま
し
た
。

　

盆
休
み
に
な
り
ま
す
と
、
自
宅
に
訪

問
客
も
増
え
、
家
族
で
仕
出
し
を
注
文

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
大
型
寿

司
屋
、
料
理
店
、
弁
当
屋
に
注
文
が
集

中
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
手
の
か
か
る
料

理
で
大
忙
し
と
な
り
ま
す
。
料
理
店
の

調
製
能
力
、
衛
生
管
理
、
配
達
中
の
車

内
の
温
度
、
家
庭
内
で
の
置
き
場
、
食

べ
る
ま
で
の
時
間
と
食
中
毒
菌
が
増
え

る
条
件
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案

１８

　

冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
気
の
流
れ

が
悪
く
な
り
、
余
分
な
電
力
を
消
費

し
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
を
効
率
的
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
毎
日
口
に
す
る
食
べ
物
の
半
分
以
上
は
外
国
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
外
国
が
つ
く
る
食
料
に

頼
り
き
り
で
は
、
何
か
の
要
因
で
食
料
が
輸
入
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
、
食
料
不
足
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
の

食
べ
物
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
た
め
に
、「
食
料
自
給
率
」

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
&
A

■
Ｑ
１　

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
の
自
給

率
を
総
合
し
た
日
本
の
食
料
自
給
率
は

　

％
で
す
が
、
穀
物
だ
け
の
自
給
率
で

４０は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
？

１
、　

％
２８

２
、　

％
６８

３
、
１
２
４
％

■
Ｑ
２　

日
本
の
食
卓
に
並
ぶ
メ
ニ
ュ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
、
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
す
。
次
の
食
品
の
う
ち
、

最
も
自
給
率
が
低
い
食
品
は
？

１
、
ハ
ン
バ
ー
グ
（
牛
肉
）

２
、
パ
ン
（
小
麦
）

３
、
サ
ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ（
大
豆
油
）

■
Ｑ
３　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
長
期

的
に
大
き
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
理
由
は
な
に
？

１
、
日
本
人
の
体
が
昔
に
比
べ
て
大

き
く
な
り
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
量
が

増
え
た
か
ら

２
、
食
生
活
が
欧
米
化
し
、
肉
類
を

多
く
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

３
、
環
境
が
悪
化
し
、
農
産
物
の
収

穫
量
が
減
っ
た
か
ら

■
Ｑ
４　

日
本
国
内
の
農
地
面
積
は
４

７
９
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
平
成　

年
）
で

１３

す
が
、
日
本
が
輸
入
す
る
食
料
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
る
外
国
の
農
地
面
積
は

ど
の
く
ら
い
？

１
、
３
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

２
、
６
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

３
、
１
２
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

答
え　

１
、
３
、
２
、
３

冷
蔵
庫
を

効
率
的
に

使
用

し
ま
し
ょ
う
！

食
料
自
給
率
と
は
？

　

食
料
自
給
率
と
は
、

国
内
で
消
費
し
た
食
料

に
つ
い
て
、ど
れ
だ
け

国
内
で
生
産
さ
れ
た
も

の
で
ま
か
な
え
て
い
る

か
を
示
す
指
標
で
、「
品

目
別
自
給
率
」「
穀
物
自

給
率
」「
総
合
食
料
自
給

率
」の
三
つ
の
示
し
方

が
あ
り
ま
す
。通
常
、「
わ

が
国
の
食
料
自
給
率
」

と
い
う
と
き
に
は
、供

給
熱
量
ベ
ー
ス（
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
）で
示
し

た「
総
合
食
料
自
給
率
」

を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

・
供
給
熱
量
総
合
食
料

自
給
率
＝
国
民
１
人
１

日
当
た
り
国
産
供
給
熱

量
÷
国
民
１
人
１
日
当

た
り
供
給
熱
量
×
１
０

０（
％
）

主
要
先
進
国
の

食
料
自
給
率

（
２
０
０
０
年
）

・
日
本
…
…
…
…
…　

％
４０

・
ア
メ
リ
カ
…
１
２
５
％

・
イ
ギ
リ
ス
…
…
…　

％
７４

・
ド
イ
ツ
…
…
…
…　

％
９６

・
フ
ラ
ン
ス
…
１
３
２
％

（
資
料：

農
林
水
産
省
）
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７０歳以上または老人保健で医療を受ける人で、同一世帯の世帯主および国保被保険者と、老人保健で医療を受ける人（老人保健の場合のみ）
が住民税非課税の人。 
７０歳以上または老人保健で医療を受ける人で、同一世帯の世帯主および国保被保険者と、老人保健で医療を受ける人（老人保健の場合のみ）
が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を６５万円として計算）を差し引いたとき０円になる人。 
【年収例】単身世帯（年金収入のみ）６５万円以下 

※１ 
 
※２ 

一般（下記以外の人） 

●住民税非課税世帯 

●低所得Ⅱ※１ 

低所得Ⅰ※２ 

 

90日までの入院 

過去12カ月で90日を超える入院 

780円 

650円 

500円 

300円 

入院したときの食事代は、診療や薬にかか
る費用とは別に、１日当たりの標準負担額
を自己負担し、残りは国保が負担します。 

入院したときの食事代 
■入院時食事代の標準負担額（１日当たり） 

●住民税非課税世帯の人は「標準負担額減額認定証」（低所得Ⅰ・Ⅱの人は「限度額適
用・標準負担額減額認定証」が必要となりますので、国保の窓口に申請してください。
また入院時食事代は高額療養費・高額医療費の対象とはなりません。） 

今月の納期 町県民税（１期分）　６月２５日までに納めましょう。

になる
いい話。 ��������	
���������

　

健
診
で
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て

い
る
と
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
遊
び
の
場
面
、
持
ち
時
間
の

中
で
親
子
の
か
か
わ
り
の
場
面
で
い
ろ

い
ろ
見
ら
れ
ま
す
。
遊
ん
で
い
る
お
も

ち
ゃ
を
め
ぐ
っ
て
取
り
合
い
に
な
っ
た

り
す
る
と
、
そ
れ
を
上
手
に
声
か
け
を

し
て
目
先
を
変
え
て
く
れ
て
い
る
お
母

さ
ん
や
、「
順
番
で
ね
…
」
と
一
緒
に
遊

ぶ
こ
と
を
教
え
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど
、

微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら
れ
る
反
面
、

関
わ
り
あ
っ
て
い
る
そ
の
場
面
か
ら
離

れ
て
し
ま
う
お
母
さ
ん
も
い
て
、
も
っ

と
そ
の
中
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
に
な
ぁ
…
と
思
い
ま
す
。

　

き
ょ
う
だ
い
の
少
な
い
今
は
、
健
診

も
か
か
わ
り
を
学
ぶ
貴
重
な
時
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
し
た
い
こ
と
を

自
由
に
、
欲
し
い
も
の
も
独
占
で
…
、

我
が
子
は
我
慢
す
る
こ
と
を
学
べ
て
い

ま
す
か
。
遊
び
の
中
で
順
番
を
待
っ
た

り
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
か
。

　

子
育
て
は
保
護
者
で
あ
る
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
の
責
任
で
す
か
ら
、
自
覚

を
し
て
２
人
で
協
力
し
て
や
っ
て
欲
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
き
理
解
者
、
協
力

者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子

育
て
の
先
輩
な
の
で
す
か
ら
…
。

　

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
に
も
、
家

族
み
ん
な
で
関
心
を
持
っ
て
子
育
て
し

て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

 
我
が
子
を
知
ろ
う（
１
） 

　現代は、食べ物には不自由なく生活ができるため、どうし

ても「食べたいもの」「好きなもの」を選んで食べていること

が多いようです。食生活に気をつけていれば、ほとんどの病

気は防げるのですが、なかなかうまくいかず、病気になって

しまうのも現実ではないでしょうか。

　これから紹介する「食生活指針」は、私たち一人ひとりが

豊かな『食生活』を送り、『生活の質』を向上し健康に暮らせ

るために考えられたもので、「健康いしかわ２１計画」の基本

ともなっています。

　「食生活」での問題解決の糸口として活用ください。次回は、

それぞれについて説明します。

����������	
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お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
号
の
８
Ｐ
「
町
職
員
の
人
事
異

動
」
の
な
か
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
会
計
室
▼
室
長
補
佐
兼
会
計
係

長
・
丹
内
真
紀
（
昇
任
）

（
正
）
会
計
室
▼
室
長
補
佐
兼
会
計
係

長
・
丹
内
真
紀

川
村
）、
中
田
の
さ
さ
ら
（
石
川
町
）

　

③
宮
中
雅
楽
鑑
賞
会

　

開　

場
…
午
後
２
時　

分
３０

　

開　

演
…
午
後
３
時

　

演　

目
…
《
管
絃
》
壱
越
調
音
取
外

３
曲　
《
舞
楽
》　

陵
王
外
２
曲

　

※
会
場
で
の
写
真
撮
影
及
び
録
音
は

禁
止
で
す
。
開
演
５
分
前
ま
で
に
入
場

し
て
く
だ
さ
い
。

●
観
覧
料

　

入
場
無
料
（
宮
中
雅
楽
鑑
賞
会
は
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
未
就
学
児
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

●
主　
　

催

　

石
川
町
文
化
協
会

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
教
育
委
員
会　

文
化
振
興
係

　

�
２
６
―
９
１
３
７

― 
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で

男
女
と
も
活
躍
を 
―

　

本
年
６
月
は
第　

回
男
女
雇
用
機
会

１７

均
等
月
間
〜

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
何

か
、
そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　
　

時

　

平
成　

年
７
月
４
日
（
金
）

１５

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
場　
　

所

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

●
テ　
ー　
マ

　
「
ト
ッ
プ
は
決
断　

女
性
も
チ
ャ
レ

ン
ジ　

― 
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

で
男
女
と
も
に
活
躍
を 
―
」

●
内　
　

容

�
平
成　

年
度
均
等
推
進
企
業
表
彰

１５

�
講　
　

演

　

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
局
編
集
委
員

　

鹿
嶋　

敬

�
体
験
発
表

　

㈲
げ
い
び
観
光
セ
ン
タ
ー

　

千
葉　

美
幸

●
対　
　

象

　

機
会
均
等
推
進
責
任
者
等
の
人
事
労

務
担
当
者
、
男
女
労
働
者
等

　

１
２
０
人

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

�
０
２
４
―
９
３
９
―
１
１
１
１

日
本
小
型
自
動
車

振
興
会
補
助
事
業

青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者

を
募
集

日
本
伝
統
芸
能
交
流
事
業

特
別
公
演

宮
中
雅
楽
鑑
賞
会

　

石
川
町
で
は
、
江
戸
時
代
を
起
源
と

す
る
民
俗
芸
能
（
獅
子
舞
や
さ
さ
ら
）

が
祭
礼
等
の
奉
納
舞
と
し
て
盛
ん
に
行

わ
れ
、
永
く
保
存
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
祖
先
と
も
言
え
る
「
雅
楽
」

が
、
こ
の
度
、
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
有

志
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
宮
中
雅
楽

鑑
賞
会
と
し
て
機
会
を
得
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

格
式
と
伝
統
を
有
し
、
国
の
重
要
無

形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
日
本

古
来
の
伝
統
芸
能
「
雅
楽
」。

　

多
く
の
町
民
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
期　
　

日

　

平
成　

年
６
月　

日
（
土
）

１５

２８

●
会　
　

場

　

石
川
町
総
合
体
育
館

●
事
業
の
内
容

　

①
小
・
中
学
生
の
雅
楽
教
室

　

②
石
川
地
区
民
俗
芸
能
交
流
大
会

　

出
演
…
馬
場
平
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
念
仏

（
古
殿
町
）、
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
（
玉

　

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
の
ふ
も
と
に

集
合
！　

み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い
キ
ャ

ト
ッ
プ
は
決
断

女
性
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

大
変
貴
重
な
公
演
で
す

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ン
プ
、
新
し
い
友
だ
ち
と
ワ
イ
ド
に
遊

ぼ
う
。

●
期　
　

間

　

平
成　

年
７
月　

日
〜
８
月
３
日

１５

３０

〔
４
泊
５
日
〕

●
場　
　

所

　

山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖

　

キ
ャ
ン
プ
場

●
対　
　

象

　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

●
定　
　

員

　

２
２
０
人
、
外
国
人　

人
４０

●
内　
　

容

　

富
士
山
登
山
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

野
外
炊
飯
等

●
申
込
締
切

　

平
成　

年
７
月
４
日
（
金
）

１５

※
参
加
費
、
事
業
説
明
会
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

�
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１



19広報いしかわ　６月号

6・7月 

　

氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

木
戸　
 
風 
花
   

（　

正　

・
里　

美
）　

山　

形

ふ
う 
か

八
木
沼 
優  
梨 
愛
   

（
勇　

一
・
里　

美
）　

渡
里
沢

ゆ 

り 

あ

南
條　
 
由 
宇
   

（
光　

徳
・
明　

美
）　

谷　

地

ゆ 

う

渡
辺 
悠  
太 
郎
   

（
茂　

幸
・
美
智
子
）　

塩　

沢

ゆ
う 
た 
ろ
う

目
谷　
 
充 
生
   

（　

哲　

・
加
奈
子
）　

中　

野

み
つ 
き

前
田　
 
英 
奈
   

（
貴　

志
・
は
る
み
）　

沢　

井

あ
や 
な

二
瓶　
 
李 
菜
   

（
幸　

市
・
ヨ
シ
子
）　

中　

野

り 

な

太
樂　
 
岳 
斗
   

（
幸　

弘
・
綾　

子
）　

立
ヶ
岡

が
く 
と

川
音　
 
大 
雅
   

（
雅　

浩
・
俊　

子
）　

矢
ノ
目
田

だ
い 
が

木
戸　
 
春 
樹
   

（　

勲　

・　

恵　

）　

山　

形

は
る 
き

小
豆
畑
ひ
か
る
（　

守　

・
倫　

子
）　

沖
ノ
田
輪

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　
　

住　

所

近　

内　
　

勝　
　
　
　
　
　

新　

町

高　

野　

正　

見　
　
　
　
　

白　

石

大　

竹　

信　

一　
　
　
　
　

境
ノ
内

佐　

藤　

ジ　

ウ　
　
　
　
　

白　

石

佐
久
間　

繁　

吉　
　
　
　
　

北　

町

十
文
字　

伊
三
郎　
　
　
　
　

南
山
形

松　

本　

ナ
ミ
ヱ　
　
　
　
　

長
久
保

我　

妻　

ト　

ラ　
　
　
　
　

長
久
保

太　

樂　

利　

治　
　
　
　
　

板　

橋

西　

牧　

正　

夫　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

　
　

木　

茂　

昌　
　
　
　
　

母　

畑

前　

田　

キ
ヨ
ノ　
　
　
　
　

新
屋
敷

二　

瓶　

サ　

キ　
　
　
　
　

中　

野

水　

野　

米　

次　
　
　
　
　

梁　

瀬

有　

賀　

タ　

マ　
　
　
　
　

塩　

沢

石　

森　

忠　

重　
　
　
　
　

曲　

木

古　

市　
　

寛　
　
　
　
　
　

南　

町

荒　

川　
　
　

明　
　
　
　
　

下　

泉

吉　

田　

傳　

吉　
　
　
　
　

湯
郷
渡

丹　

内　

春　

二　
　
　
　
　

当　

町

鈴　

木　

定　

藏　
　
　
　
　

当　

町

佐　

藤　

光　

男　
　
　
　
　

南
山
形

渡　

邉　

キ
ク
ノ　
　
　
　
　

南
山
形

鈴　

木　

喜　

子　
　
　
　
　

中　

田

鈴　

木　

美　

菜　
　
　
　
　

中　

田

６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月６月 JJJJJJJJJJuuuuuuuuuunnnnnnnnnneeeeeeeeee　June

町民グラウンド
クリスタルパーク・石川
町民グラウンド
老人福祉センター

町民グラウンド

町民グラウンド

役場宿直室
町民グラウンド

老人福祉センター
クリスタルパーク・石川
町民グラウンド

ソフトボール町長杯Ａ・Ｃリーグ
消防幹部大会
民報早起野球大会（～２０日）
心配ごと相談（午前１０時～）

深谷杯ゲートボール大会
「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（～７／１９日）
県総体ソフトボール大会（～２４日）

男女共同参画週間（～２９日）
ハンセン病を正しく理解する週（～２９日）
交通事故巡回相談（午前１０時～）
深谷杯ゲートボール大会

心配ごと相談（午前１０時～）
日本伝統芸能交流事業・宮中雅楽鑑賞会
高原杯野球大会

日

月
火
水
木
金

土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

１５

１６
１７
１８
１９
２０

２１
２２
２３

２４

２５
２６
２７
２８
２９
３０

７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月７月 JJJJJJJJJJuuuuuuuuuullllllllllyyyyyyyyyy　July

町民グラウンド

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

町民グラウンド、外

青少年の非行問題に取り組む全国強調月間（～３１日）

山岳遭難の防止（～８／３１日）

「社会を明るくする運動」強調月間（～３１日）

「愛の血液助け合い運動」月間（～３１日）

夏の省エネキャンペーン（～９／３０日）

不正改造車を排除する運動（～３１日）

河川愛護月間（～３１日）

海岸愛護月間（～３１日）

青い羽根募金活動（～８／３１日）

国民安全の日

全国安全週間（～７日）

川の日

河川クリーンアップ作戦、町内美化清掃

ソフトボール理事長杯Ａ・Ｃリーグ

心配ごと相談（午前１０時～）　

石川地区ミニバスケットボール大会（～１３日）

東日本１・２部野球大会

火

日

月
土
日

１

６

７
１２
１３

（平成１５年 4月１日～ 4月３0日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

桑　

澤　
　

勇　
　
　
　
　

北　

山

　

海　

津　

恵
弥
子　
　
　
　

大
信
村

　

近　

藤　
　

勉　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

　

太　

樂　

智　

子 

板　

橋

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔

お
く
や
み

〔高 



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第195回● 
中谷第一小学校 

　飛鳥川を見下ろす緑豊かな高台に建つ校舎で、89人の子どもたち
が『思いやる子ども・進んで学ぶ子ども・きたえる子ども』を目標に、
生き生きと活動しています。 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　日本全土に６月～８月にかけて、生育する多年草です。
草丈は２０～５０ｃｍになり、春の七草としてあまりに有
名です。田の畦や川・池のほとりなど、水辺を好みます
が、少し日が陰って湿り気のある林の中に生えているの
もたまに見かけます。 

（セリ：セリ科） 

　野木沢保育所に通う相田美波（中央左）さん、
二女の桃香（中央右）ちゃんと祖父の定市さん
（左）、祖母の悦子さん（右）です。 

19,333人（＋　5） 

（  ）内前月比 

●5月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,440人（＋　4） 
9,893人（＋　1） 
5,603戸（＋26） 

　中国を中心として、猛威を振るっているサーズ（Ｓ
ＡＲＳ・新型肺炎、重症急性呼吸器症候群）。世界保
健機関（ＷＨＯ）によると、世界の死者は600人を
越しているとのことで、みなさんも新聞、ニュース
でご承知のとおりでしょう。 
　北京と隣接する河北省を中心に、拡大の勢いが
鈍る兆しが出てきましたが、中国圏での感染がな
お続いています。 
　このサーズの影響により、航空会社、旅行業関
係会社への影響は大きいようで、福島空港の上海
便も運休しているほか、中国で仕事をする日本企
業の心配もするところです。 
　ファッションなどの流行は嬉しいものですが、こ
のような病気は、早くなくなってほしいですね。 

（迎　茂城） 

「りゅうの目のなみだ」 

「やさしいりゅうにかわって、
自分や友だちをのせて、大空
をぐんぐんとんでいくようす
をかきました。」 

「ぼくがかいた絵がでっかく
なって、ぼくたちみんながト
ランペットに乗れたらいいな
と思いました。」 

鈴木　諒さん(3年)
りょう 

「でっかくなったトランペット」 

矢吹有寿さん(6年)
ゆうじ 
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